■日常清掃業務・定期清掃業務・貯水槽清掃業務・防鼠防虫駆除業務仕様書
1．基本方針　
この仕様書は、院内の清掃業務等を実施するための仕様書の大要を示すものであり、受託者は実務の遂行に当たり、病院・介護老人保健施設の公共性及び特殊性を認識し、この仕様書に示されていない事項であっても、作業の性質上、当然行わなければならない業務は勿論のこと、軽微と思われる業務についても、病院担当者及び介護老人保健施設担当者の指示に従い、契約金額の範囲内において相互協力して実施するものとする。
2．基本事項　
清掃業務が厚生労働省令で定める条項に適合しているか否かの判断として、次の項目に合致すること。

　（１）一般財団法人医療関連サービス振興会より、医療関連サービスマークの認定を受けていること。
　（２）受託者は責任者を常駐させること。

　（３）責任者は、一般財団法人医療関連サービス振興協会が指定した講習を受講し、修了書の交付を受けた者であること。

　（４）受託者は、医療法に基づく病院に係る清掃業務を、他の業者へ再委託を行ってはならない。ただし、その他業務については事前に施設担当者に再委託業務の内容、再委託先などを届け出て承認を得ればこの限りでない。
　　　　なお、再委託にあたって、修繕等別途費用が発生する場合は再委託先が修繕等に係る見積書を提出並びに修繕等を施行実施することとし、受託者が手数料的な名目の費用は一切徴収してはならないものとする。
３．業務の範囲　
業務の範囲は、別紙施設別の仕様書の通りとする。
　（１）日常清掃・・・・・・・外来ホール・各階便所・廊下等共用部・病室・療養室等

　（２）定期清掃・・・・・・・診察室・処置室・ナースステーション等

　（３）ねずみ等衛生害虫防除・全館　
　（４）貯水槽・・・・・・・・両病院
　　

４．清掃業務の概要

　清掃業務は、医療法規ほか関係諸法規を準拠し、担当者の指示に従い、下記のとお
り行うものとする。

（１）清掃業務は、施設の特殊性を考慮して毎日実施する。
　　　ただし、年末年始（１２月２９日から翌１月３日）は除外するが、塵芥の搬出業
　　務は、年末年始も稼働する部門については双方協議の上、塵芥の搬出日を定めるも

のとする。

　　　また、定期清掃においても、施設の特殊性を考慮し、双方協議の上平日以外の実
施が望ましい場合はこれに対応すること。　　　　

（２）日常清掃及び定期清掃業務を行う場所・面積・区分等別表及び別図に示す。

（３）日常清掃及び定期清掃は、施設の特殊性を考慮し、次の事項を遵守すること。
　　　１）受託責任者を選任し、各施設担当者に届け出て承認を受けること。

　　　２）下記の事項について、各施設担当者と協議の上承認を受けること。

　　　　　①　作業計画の作成

　　　　　②　作業方法

　　　　　③　作業の点検及び業務の評価
　　　　　④　清潔区域等医療施設の特性に関する事項

　　　３）清浄度レベルに応じたゾーニングを行い、作業計画を作成し、作業の頻度を
明確にすること。また、汚れに応じた区分を計画に組み込み、適切に行うこと。

　　　４）日常清掃は、ドライクリーニングで行うこと。

　　　５）診療及び通行の障害にならないよう十分配慮を払いながら、環境の保全に努
めること。
　　　　６）病棟及び居室区域の清掃は、患者及び療養者の治療及び生活の場であることを
考慮し、安静時間や診療の障害とならないよう十分配慮するとともに、床面の清
掃は原則として高性能フィルター付き真空掃除機または、これに相当する機能を
有する機器により行い、浴室等については所定の時間内に完了させること。
　　　　７）共用区域で、通行頻度が高く汚れやすい場所（トイレ・汚物処理室・その他）
については、重点的に巡回して常に清潔に努めること。

　　　　
（４）日常清掃及び定期清掃は、移動可能な什器備品などは各部署の責任者の了承の基移

動して業務に当たるものとし、業務終了後は、移動した什器備品などは全て元へ戻し、
清掃器具は所定の位置に整理整頓するとともに、衛生的に管理すること。

５．塵芥及び廃棄物の搬出業務

　　　塵芥及び廃棄物の搬出は、各階の集塵室及び所定場所・病室・居室など塵芥の集積場所計画に基づいた巡回回数により実施すること。特に、塵芥及び廃棄物が多いときには、随時回収を行うこと。回収した塵芥及び廃棄物は所定の集積場まで運搬する。

６．実務実施順序及び実施時間

　（１）業務の実施順序については、予め各施設担当者と協議し年間作業計画を作成する。

　（２）業務実施時間については、診療業務・介護業務その他執務に支障を来さない時間帯及び時間に実施するよう配慮すること。
（３）特にＭＲＩ室、ＣＴ室に入室する場合は、機器の性質上、必ず事前に施設担当者に連絡をし、確認をとるよう注意すること。

７．作業員の配置

　　　受託者は本委託業務を十分に遂行できる能力を有する作業員を適正に配置するものとする。また、各業務を遂行するのに必要な指導教育を定期的に実施し、各業務の円滑な運営に支障をきたさないようにすること。
　なお、接遇や業務遂行などに関して客観的評価を行い、評価に問題のある者に対しては再教育を行い、再教育後においても適切でないと判断された場合においては、人事異動の申出を受け入れるものとする。

８．業務日誌及び業務報告書

　（１）受託者は、業務日誌を備え、毎日必要事項を記入の上、各施設担当者へ提出し、承認を受けるものとする。
　なお、承認を受けられない場合にあっては、別紙日常清掃・定期清掃業務仕様書中に定める業務日時外であっても承認が受けられるまで清掃業務等を行うことに異存はないものとする。

（２）業務実施中に建物・工作物・医療機械・什器・その他備品などに損害を与えた場合は速やかに各施設担当者へ報告すること。また、建物・工作物などの破損個所・漏水・排水つまりなどの異常を発見した場合は、軽微な程度のものは修繕等の対応を実施するものとし、それでも対応が不可能であれば速やかに各施設担当者へ報告すること。
９．使用機器・材料

　（１）委託業務に使用する清掃用機械・器具は全て受託者の負担とする。

　（２）トイレットペーパー・手洗い用水石鹸・集塵用容器・ビニール袋類及び消毒用薬剤
は各施設側が支給するものとする。清掃用洗剤・ワックス・その他清掃に必要な材料
は受託者の負担とする。
１０．損害の負担

　　　業務の実施によって生じた損害は、受託者の負担とする。

　　 　但し、その損害の発生が各施設の責めに期すべき事由による場合はこの限りではな
い。

１１．守秘義務

　　　業務遂行上知り得た患者及び入所者の情報及び各施設の情報・秘密について、決して
他に漏えいしてはならない。
１２．代行保証

　　　医療及び介護機関の特殊性から、業務が継続的に実施される必要があるために、受託
者は不測の事態に備えた代行保証を確保し、各施設担当者の承認を受けること。

１３．一般注意事項

　（１）受託者の負担により作業員に統一したユニホームを着用させるとともに、常に清潔
に保つように心がけること。
　（２）受託者の負担により作業員全員に統一した写真入りの名札を付けさせること。
また、作業責任者は、責任者である旨を明記すること。

　（３）作業員は、患者、入居者及び外来者等に対して、言動に注意し、病院の体面を傷つ
けないよう秩序ある態度で業務の遂行に当たること。
（４）作業員は、作業中は私語などをすることや特別な事情がある場合を除きスマート

フォンや携帯電話を扱わないようにすること。

（５）業務実施に当たっては、各部屋の鍵の授受を明らかにし火災・盗難の防止、風紀・
衛生に注意し、業務終了後は火気・戸締り・消灯・施錠を厳守すること。

　（６）支給材料については、受託者が責任を持って保管管理を行うものとし、常に点検し
て不足分の補充を行うこと。
　（７）日常清掃業務従事者へは、接遇・感染対策等医療・介護施設において必要な研修を定期的に行うこと。また、各施設の行う研修会等に参加させること。
　（８）感染症等の流行の際には、日常清掃業務従事者へ感染予防の対策をとらせるとともに、各施設の定める方針に協力すること。
